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井上円了と福沢諭吉－その生涯と業績－





































われるようになった。ちなみに平成 30 年（2018）年は、井上円了没後 100 年に当たり、同年 6 月
6 日、菩提寺の蓮華寺（中野区）において 100 回忌法要が営まれた。
現在、井上円了の研究は東洋大学井上円了研究センターによって行われている 6）。同センターは
井上円了の研究をより深めるため平成 2（1990）年 4 月に創設された井上円了記念学術センターを








学における井上円了研究は慶應義塾に比較したなら日が浅い。福沢にはすでに全集 21 巻・別巻 1





































に勤める一方、最初の訳書『増訂華英通語』を発刊した。31 歳の慶応 2 年（1866）、『西洋事情』
初編三巻、37 歳の明治 5 年（1872）、『学問のすすめ』初編、明治 8 年（1875）、『文明論之概略』、
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一方、福沢は 23 歳のとき蘭学の家塾を開いた。慶応 4 年（＝明治元年）（1868）4 月、33 歳のと
き、この家塾を新銭座に移し時の年号にちなんで塾名を「慶應義塾」と定めた。同年、幕臣を辞し
て帰農、新政府からはしばしば出仕を命ぜられたが固辞した。明治 4 年（1871）3 月、慶應義塾を
新銭座から（現在の）三田に移している。












































































福沢は遅ればせながら 12 歳の頃から漢学を学んだがたちまち上達した。19 歳のとき兄の勧めに
より蘭学を志し長崎に出た。21 歳の年、長崎から大坂に出て緒方洪庵の適々斎塾（適塾）に入門
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した。当初は大坂蔵屋敷在勤中の兄のもとから通学していたがまもなく適塾の内塾生（寄宿生）と
して住み込み、安政 4 年（1857）、塾長となった。安政 5 年（1858）、23 歳のとき藩命により江戸
に出た。
江戸ではほどなく藩主・奥平家の中屋敷内に蘭学の家塾を開いた。これが慶應義塾の起源となる。
















われた。2 回目は、文久 2 年（1862）1 月、27 歳のとき遣欧使節随行員として渡欧した。フランス、
イギリス、オランダ、プロシア、ロシア、ポルトガル等の諸国を巡遊し、12 月に帰朝した。3 回目
は慶応 3 年（1867）1 月、32 歳のとき幕府の軍艦受取委員随員として再渡米、東部諸州の諸都市を
見て 6 月帰朝した。このとき多くの英書を買っている。
国内旅行では 41 歳のとき長男・次男を伴い京阪地方を旅行。51 歳のとき全国漫遊を思い立ち、
まず東海道旅行を企てた。54 歳のとき妻子を伴い京阪地方に遊んだ。57 歳のとき京阪・山陽地方


















を患ったが 1 ヶ月程で全快。35 歳のとき、発疹チフスとなり、一時人事不省に陥った。63 歳のと
き最初の脳出血となった。何とか回復したが 3 年後の明治 34 年（1901）、再び脳出血となり、2 月







円了は大学卒業の翌年、明治 19 年（1886）、28 歳のとき金沢藩医吉田淳一郎の娘・敬
けい
と結婚した。



















































 5）以上、三浦（2014）109 ページ、三浦（2016）17～20 ページ、参照。
 6）http://www.toyo.ac.jp/site/enryo/enryo-outline.html（2018/07/23）参照。
 7）井上円了の学術的研究の基盤、定本となる（決定版）全集の発行がぜひとも望まれる。
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付表：井上円了・福沢諭吉比較表
井　　上　　円　　了 比較事項 福　　沢　　諭　　吉



























































健　　　 康 二度大病患うが健康。脳出血で死去（66 歳）
酒嗜む。女性についての言及少ないとの指
摘あり




















栄 典・ 叙 勲 全て拒絶、官途に就かず。東京学士院会初
代会長
慈光寺がつぶれても円了の事業を支えると
言い続けた母・イクがいた。文学博士。晩
年髭生やす。
そ　の　他 母子家庭で育つが、気骨ある母・順がいた。
東京府会議員・副議長に選出されるが、辞
退（46 歳）
出所：筆者作成
